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《総人口》

97,516 人 ( － 118)

男性　49,612 人 ( － 74)

女性　47,904 人 ( － 44)

《世帯》51,376 世帯 (－ 61)

(  )内は、前月との

比較です。3●1
現在
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まちのできごと・マンスリーでお知らせします。

ニューサンロードにぎわいフェスタ
ファイターズガールがやってきた！

2/4

北ガス文化ホールにて「グローカル教育から学ぶ国際性」と題した市民教養セミナーが行われ、
約 50 人が参加しました。最初に登壇した伊

い と う
藤 博

ひろし
 千歳ユネスコ協会会長は、長年タイの

グローバルな視点でローカルを見つめる
2/22 市民教養セミナーで《グローカル》を学ぶ
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広報ちとせの発行日は毎月10

日です。この日までに届かない

ときは、次の番号にご連絡くだ

さい。なお、町内会に加入して

いるしていないを問いません。

災害時の物資輸送体制を強化します
2/21 災害時における物資輸送等に関する協定を締結

2/10 給食に揚げパンが登場
甘くてサクサク　千歳市初

冬のビッグイベントが帰ってきた
２/11 ホルメンコーレンマーチ

ボトル to ボトルのリサイクル実現へ
市×サントリー　ペットボトルの水平リサイクルに関する協定を締結
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市は、北海道福山通運株式会社と
《災害時における物資輸送等に

関する協定》を締結しました。この協
定は、防災備蓄品や調達物資などの避
難所への配送について、連携して行う
ことを定めたもので、福山通運が所有
する大型から小型までの多様な車両の
機動力を活用し、物資輸送体制の大幅
な強化が期待できます。山口市長は、

「物資の調達とあわせて輸送の確保は
大変重要であり、本協定により強力な
輸送体制が整備できたことはありがた
い」と感謝を述べました。

教育支援活動を行った経験を紹介しました。
次に、日本航空大学校の学生が登壇。古

ふるさわ
澤 

聖
み も り

森さんと町
まちなか

中 来
ら む

夢さんが学校紹介や学校
でのウクライナ避難民受け入れなどについ
て語り、東

ひがし
 瑠

る い
衣さんはマルタへの、尾

お わ り
張 

薫
ゆ き な

那さんはバンクーバーへの留学経験をも
とに講演し、それぞれ若い世代ならではの
視点からグローバルな話題を提供しました。
講演後、古澤さんは「人に伝えることを意
識して学ぶことで、より理解が深まった。
今まであやふやだったものがしっかりと形
づくられて今の自分に残っている」と充実
した表情で話しました。

市は小中学校の給食において、揚げパンを提供しました。
これまで市内の学校給食で揚げパンを提供したことは一

度もなく、揚げパンに合うパンを探すところからスタート。調
理方法や提供方法を研究し、実現に至りました。提供初日、揚
げパンを作った調理員さんが学校に赴くと、児童からは「どう
して砂糖をかけるのは最後なの？」、「どうして揚げると浮かん
でくるの？」などの質問が出ました。給食の時間になると、珍
しい揚げパンに児童たちは大喜び。島

し ま き
木 龍

りゅうと
翔さん（信濃小学校

1 年）は「甘くてサクサクしていておいしい」と味わいながら
食べていました。

ニューサンロードの冬の恒例行事、にぎわいフェスタが開
催されました。イベント中は、ドラム缶を加工した焼き

台で味わう寒中ジンギスカン《しばれ焼き》が提供され、大勢
の来場者でにぎわいました。特設会場では、千産千唱アイドル
ユニット《シャオニャン》が観衆の声援を受けご当地ソングを
熱唱。直後に登場したファイターズガールは、昨年大ブレイク
した《きつねダンス》など人気パフォーマンスを披露し、会場
を盛り上げました。また、運動部や自衛隊など力自慢が集まり、
８チームが参加した寒中綱引き大会では、千歳市消防チームが
激戦を勝ち抜いて優勝を果たしました。

冬の千歳において、氷濤まつりと並ぶビッグイベントとい
えばホルメンコーレンマーチです。４年ぶりの開催と

なった今年は、競技形式ではない歩くスキーに加え、雪合戦や
市内の少年団チームによる５色綱引きが行われ、大きな盛り上
がりを見せました。歩くスキーに姉弟で参加した板

いたくら
倉 紗

さ ら
羅さん

（小学６年生）と 歩
あゆむ

さん（小学４年生）は、今回が２回目の大
会出場。紗羅さんは「とにかく完走できたらいいと思って参加
しました」と謙虚にコメント。歩さんは「狙っていたトップは
取れなかったけど全力を出せた。次こそトップでゴールしたい」
と前を向きました。

「 Finale. 」　最終回　

市とサントリーグループは、持続可能な循環型
社会の形成と脱炭素社会の実現をめざし、

ペットボトルの水平リサイクルに関する協定を締結
しました。この協定は、市が収集した使用済みペッ
トボトルを、すべてサントリー製飲料で使用する再
生ペットボトルに《水平リサイクル》することに
よって、資源の循環を図るものです。再生時に化石
由来の原料を使用しないため、新たにボトルを製造
するときと比べ、CO2 排出量を約 60％削減する
ことができます。永

ながしま
島 幸

こういち
一 サントリーホールディ

ングス（株）常務執行役員は「水平リサイクルに
は住民の皆さんのご協力が欠かせない。ペットボ
トルのラベルとキャップを外すのと、水でゆすぐ

ことをぜひお願いしたい」と呼びかけました。


